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補助教材等 

 

CNN Workbook Intensive Course 2022（朝日出版社） 

システム英単語（駿台文庫） 

スクランブル英文法・語法（旺文社） 

Jet Reading level 2 （数研出版） 

科目目標 
英文読解およびリスニングを通して総合的な英語力を強化する。 

使用期間 通年 

授業対象 高校２年生 ４クラス （１６１名） 必修 

授業内容 １．ペアでの本文の音読 リレー形式など 

２．本文の内容確認，構文説明，和訳等 

３．２～３パラグラフごとのRetelling 

４．定期的な語彙や文法語法事項の小テストの実施 

５．速読 

６．CNNニュース等authenticな教材を使ったリスニング 

一人ひとりの学

びを深める要素 

重要事項やポイントとなるところは，説明した後，ペアやグループで確認

させて理解を深めるようにしている。全体では発言しにくいところも，ペ

アだと声を上げやすいようである。何かこちらから問いかける際も，1人

を指名する前にペアでそれぞれの考えを確認するように指示を与えると,

生徒が活発に活動する傾向が見られる。そのbuzzingの中から，模範解答

以外の解答や興味深い見解を拾い上げることもできる。 

ＣＮＮニュースのリスニングでは，最初にヒント無しでニュースを聞いた

後，その時点でわかったことを数人指名してある程度内容を共有してか

ら，２回目のリスニングに進む。その後はペアで情報を確認しながら，全

体像を組み立てていく作業を行っている。途中，数字や地名といった手掛

かりの指示を与えながら，パズルのように情報を埋めていく。ディクテー

ションプリントも利用して，丁寧に聞き取る作業も行う。最近のテーマを

扱ったものが多いので，background knowledgeも増やすことができる。 

成果と課題およ

び今後の展望 

１１月に実施したこれまでの語彙の確認テスト（範囲１２００語＋α）で

は学年全体の正答率平均が８６％を超えたので，ある程度の語彙力はつい

たかと思われる。また聴解力も，授業や宿題でauthenticなものを聴かせ

ているからか，テスト方式のものを聴きとるのに抵抗がない様子である。

初見の英文もそれなりに読めるので，さらに語彙力および構文力をつけて

より難関な長文読解に進んでいきたい。課題は４技能のうち書く力，つま

り英作文の力をつけることである。全国英作文コンクールで数名入賞者を

出すことができたが，全体としての力をいかにつけていくかが次の目標で

ある。そして最終的に英語の総合力を高めることに繋いでいきたい。 

 


